
宮崎県立看護大学 看護研究・研修センター地域貢献等研究推進事業

研修会は5月から10月まで行われます。医療施設で感染管理を担う看護職31名が受講中です。第2回/第3回の研修会について報告します。
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最終報告書

11月

実践発表会講義・演習

講師；古賀総合病院
感染管理認定看護師
楠原 裕美子 先生

講師；宮崎県立宮崎病院
感染管理認定看護師
清野 美智子 先生

講師；大悟病院
感染管理認定看護師
早田 康治 先生講師；都城市郡医師会病院

感染管理認定看護師
横川 三月 先生

講師；和田病院
感染管理認定看護師
児玉 崇 先生

講師；善仁会病院
感染管理認定看護師
鬼塚 みゆき 先生
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手指衛生や個人防護具の着脱演習 高齢者/精神科領域
における感染対策

演習
指導者

新興感染症対策

新興感染症対策では
正しい情報を得ること、

標準予防策や経路別予防策
などの基本的な対策を

日常から実践していくことが
大事！

根拠に基づいた技術を再習得しました。
所属施設内での指導に活かせるよう、受講者
同士で技術の評価を行いました。

感染症発生や
感染拡大のリスクを
理解したうえで
組織全体で

感染対策に取組む
ことが重要！

新型コロナウイルス感染症対策の実際等について、感染症指定医療機関等の
最前線で感染管理を推進している感染管理認定看護師が講義を行いました。
感染管理の推進に必要な組織体制や、あらたに発生する可能性のある新興
感染症への備えに関して、受講者から多くの質問がありました。

受講後のアンケートより（一部）
・防護具着脱では「できていたつもり」だったことに気づけた。根拠に基づく実践の大切さを再確認した。
・高齢者/精神科領域の感染対策では、いかに感染を持ち込まないようにするかが重要だと感じた。
一方で、患者の立場を考えながら、療養環境を調整することが大切だと思った。
・新興感染症対策では、日頃からの備えや基本的な感染対策の実践が重要だと理解できた。 など


